
 

 

第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞ 2024 年 10 月 10 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社 西尾硝子鏡工業所 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 西尾 智之 

ホームページ URL（任意） https://www.nishio-m.co.jp 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

2032 年に創業 100 年を迎える当社にとって、企業が永続するための最も重要な要素は社

員の成長である。社員が自分で深く考えていく体験を通して、将来に対して能動的に働け

る環境づくりを積極的に進める。また、製造業として作りっぱなしではなくリサイクル、

アップサイクルなど素材の循環型システムを構築して鏡業界で人財と循環型でリーディ

ングカンパニーになる。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

      

      

 〇 ●   〇 

     

 

      



 

 

 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

８ 

組織開発を行い、心理的安全性の

高い組織づくりを目指して社員個

人の成長に寄与できる教育システ

ムを構築 

個人の成長が会社の成長につなが

り、結果的に業績の向上につなが

るように人財定着と人材育成シス

テムの仕組みづくり、運用に力を

入れていく 

９ 

太陽熱発電で使用する太陽光の集

熱のために屋外仕様の鏡の加工技

術を応用した耐候性に優れた鏡の

開発 

太陽熱発電用として研究開発した

知見を広く他の分野(防汚など)へ

も応用していき新しい用途開発を

進める 

１２ 

主力製品のミラー（裏面鏡）をガラ

スと銀に分離して各々のメールに

戻して再資源化して循環型になる

ような技術や仕組みを構築 

左記のモデルを実際に運用してい

く。当社 1 社の動きにとどめず鏡

業界全体に訴求させることで、リ

サイクル循環型の仕組みを広く周

知していく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


